
組版について、ふだん考えていること
（編集者を志望する文学部生用の資料から

主に組版に関する部分を抜粋）

TypeTalks 50（TypeTalks 31で使った資料+α）



「著者・作品への敬意」を忘れない
編集者は著者と読者の架け橋。著者の伝えたいことを読者に正確に
伝える役割。交差点で旗を振っている交通整理のお巡りさんみたい
なもの。
　なにをするにせよ、「著者・作品への敬意」を忘れないこと。著
者がいなければ何も生まれないし、作品がなければ本はつくれない。
敬意さえ忘れなければ、少々面倒な要求（大幅な加筆訂正のお願いなど）

をしても受け入れてもらえる。
　そしてもう一つ、「読者への心配り」を忘れないこと。せっかく
本をつくっても、読んでくれた人に伝わらないと意味がない。



著者の原稿を尊重したレイアウト
レイアウト、文章の見映えに関して、著者が関わることのできる部
分は、約物（句読点やカッコなど）と改行の位置、字下げぐらいしかない。
これらに込められた著者の意図を最大限尊重する。

読みやすい組版について
読みやすさの感覚は、とても保守的で慣習に大きく影響される。な
ので、見慣れない組版に出会うと内容に集中できない。私が読みや
すいと感じるものと、みなさんが読みやすいと感じるものが違う可
能性も十分あるのだが、そこはひとまず置いておく。（あえて異化効果
をねらうことも。例は森博嗣『実験的経験』とか ?）



基準となる組版をイメージする
まず、理想の組版、基準となる組版を想定する（「組版サンプル」参照）。
　理想・基準から外れた部分には違和感を感じるもの。心がザワッ
とする瞬間を敏感に感じとる。普段からこの「ザワ感」を意識し、
どこでどうしてザワついたのかを分析しながら読書を重ねる。極力
ザワつきの少ない、さざ波のような組版を目指す。

「読者としての感覚」を大切に
このとき大切なのは、「読者としての感覚」。たくさん読書を重ねる
ことで、「平均的な読者」の感覚を磨いておく。
　詩歌などでは、改行位置などで著者があえて「ザワ感」を出すこ
ともある。それらを敏感に感じとることが、文章を活かした編集・
組版につながる。



書籍の本文について
とくに単行本の書籍の場合、見出しなどの構成要素があっちゃこっ
ちゃ散らばっていたり、1冊の中にいろんな書体、明朝、ゴシック、
ファンシー書体などを盛りこみ過ぎると、落ち着きがなく品のない
本になる。いろんな情報を詰め込む雑誌と、1冊を通してテーマを
掘り下げていく書籍は本来別物（最近は境界がどんどん曖昧になってきてい

るが）。



本文・版面以外の要素
本文の版面だけではなく、マージンの取り方、柱やノンブルをどこ
に入れるかも重要。版面、柱、ノンブルなどを、どこに、どの大き
さ（&色と形）で置くか。
　柱やノンブルが見慣れない場所にあったり、極端に大きかったり
小さかったりする場合も、気が散って本文を読むときの邪魔になる。
柱やノンブルは、必要なときに初めて存在に気がつく、ぐらいがち
ょうどいい。

最後は見た目
要素の位置は、ある程度数値を参考にするが、最後は実際に自分の
目で見た印象、感覚で決める（目の錯覚などがあるので、数値を重視しすぎ

たらおかしなことになる）。



道具よりも大切なこと
InDesign のような組版・レイアウトソフトはあくまで道具。「理想
の組版」が見えていなければ、どんな道具を使っても、結局はソコ
ソコどまり。
　逆に、最初からちゃんと仕上がりが見えていれば、手間ひまと制
約だらけの方法・道具でも、いいものが出来上がる。

でも、一番大事なのは、組版や造本がどんなにひどかろうと、「そ
れに負けない文章」であること。



組版の基礎の基礎
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あ
。

　
こ
れ
ら
の
見
本
は
、
活
字
メ
ー
カ
ー
が
書
体
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
。

点線

文
字
の
大
き
さ
10
ポ
、
字
間
ベ
タ
（
字
送
り
10
ポ
）。

テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
こ
の
後
も
含
め
て
す
べ
て
ダ
ミ
ー
。

点
・
線
・
面
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パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
文
字
を
組
ん
で
文
章
を
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を
え
ら
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太
字
」
を
使
い
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。
本

書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら
れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重

要
な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

　
パ
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コ
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と
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に
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で
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き
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よ
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に
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た
。
文
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に
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フ
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え
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び
、
強
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部
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「
太
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使
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、

ち
ょ
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と
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屈
だ
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と
思
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た
ら
、
行
間
を
あ
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る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
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と
工
夫
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こ
ら
す
。
本

書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら
れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重

要
な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

　
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
文
字
を
組
ん
で
文
章
を
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を
え
ら
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太
字
」
を
使
い
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。
本

書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら
れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重

要
な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

文
字
は
10
ポ
で
行
間
8
ポ
。
狭
す
ぎ
ず
、
広
す
ぎ
ず
、
い
い
感
じ
。

字
間
は
す
べ
て
ベ
タ
で
ハ
ン
パ
な
し
。
最
終
行
の
文
字
数
も
行
長
の

半
分
以
上
あ
り
、
か
つ
行
末
に
ほ
ど
よ
い
ア
キ
が
あ
る
た
め
段
落
の

終
わ
り
も
明
確
。
こ
の
ア
キ
が
あ
る
こ
と
で
余
韻
も
感
じ
ら
れ
る
。

一
つ
の
段
落
と
し
て
は
理
想
的
な
形
。
こ
ん
な
形
を
基
準
と
し
て
意

識
し
な
が
ら
文
章
を
読
み
、
組
版
し
て
い
く
。（
も
ち
ろ
ん
文
章
の

内
容
、
書
体
の
種
類
や
大
き
さ
、
行
長
に
よ
っ
て
基
準
は
変
わ
る
。）

面

左
右
ど
ち
ら
も
文
字
の
大
き
さ
は
10
ポ
で
ベ
タ
組
み
。

右
は
行
間
0
ポ
（
行
送
り
10
ポ
）、
左
は
行
間
16
ポ
（
行
送
り
26
ポ
）。

こ
の
二
つ
の
間
の
ど
こ
か
に
正
解
が
あ
る
は
ず
？
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で
す
よ
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い
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に
、
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書
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が
最
も
活
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使
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例
が
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で
も
か
と
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か
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に
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と
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思
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ら
行
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り
、
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こ
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本
書
は
、
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の
高
い
欧
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組
版
で
知
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れ
る
活
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印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、
数
十
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に
わ
た
っ
て
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、

重
要
な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

　
こ
ん
な
、
む
か
し
は
印
刷
会
社
な
ど
の
プ
ロ
に
任
せ
て
い
た
組
版
作
業
が
、
い
ま
や
会
社
や
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
で
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
だ
け
で
文
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勝
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で
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の
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は
、
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が
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す
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こ
の
書
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ば
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的
で
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」「
ほ
ら
、
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
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な
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で
す
よ
」

と
い
っ
た
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合
に
、
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書
体
が
最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

右
は
筑
紫
オ
ー
ル
ド
明
朝
、
左
は
小
塚
明
朝
。
左
右
ど
ち
ら
も
文
字

サ
イ
ズ
10
ポ
・
行
間
8
ポ
だ
が
、
書
体
が
変
わ
れ
ば
こ
ん
な
に
印
象

が
違
う
。
左
は
ち
ょ
っ
と
窮
屈
で
版
面
の
黒
み
も
強
く
見
え
る
。

書
体
が
与
え
る
印
象
の
違
い
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の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の

だ
か
ら
、「
こ
の
書
体
は
こ
う
使
え
ば
効
果
的
で
す
よ
」「
ほ
ら
、
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
り
な
ん
で
す
よ
」

と
い
っ
た
具
合
に
、
各
書
体
が
最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

左
ペ
ー
ジ
は
文
字
を
太
く
、
大
き
さ
を
9
ポ
に
下
げ
（
仮
名
は
9
ポ

の
96
％
）、
字
間
を
約
10
％
空
け
た
も
の
。
版
面
の
黒
み
は
右
ペ
ー

ジ
に
近
づ
い
た
が
、
ち
ょ
っ
と
文
字
が
パ
ラ
つ
い
て
見
え
る
。

左
右
の
黒
み
を
揃
え
て
み
た
が
…
…
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プ
ロ
の
組
版
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
を

見
て
い
る
の
か
、
組
版
の
良
し
悪
し
の

違
い
は
ど
ん
な
部
分
に
現
れ
る
の
か
、

そ
ん
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
本
書
は
、

自
分
の
な
か
に
基
準
を
作
る
う
え
で
、

そ
の
コ
ツ
を
つ
か
む
取
っ
掛
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
貴
重
な
本
だ
。
と
ま
あ
色

ん
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
。 

　
美
し
い
書
体
見
本
を
眺
め
て
い
る
だ

け
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
本
だ
し
、
著

者
自
身
が
「
は
じ
め
に
」
で
、
解
説
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
あ
く
ま
で
、

自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
」
と
書

い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
文
字

を
組
ん
で
文
章
を
発
表
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を

え
ら
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太

　
プ
ロ
の
組
版
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
を

見
て
い
る
の
か
、
組
版
の
良
し
悪
し
の

違
い
は
ど
ん
な
部
分
に
現
れ
る
の
か
、

そ
ん
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
本
書
は
、

自
分
の
な
か
に
基
準
を
作
る
う
え
で
、

そ
の
コ
ツ
を
つ
か
む
取
っ
掛
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
貴
重
な
本
だ
。
と
ま
あ
色

ん
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
。 

　
美
し
い
書
体
見
本
を
眺
め
て
い
る
だ

け
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
本
だ
し
、
著

者
自
身
が
「
は
じ
め
に
」
で
、
解
説
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
あ
く
ま
で
、

自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
」
と
書

い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
文
字

を
組
ん
で
文
章
を
発
表
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を

え
ら
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太省

ス
ペ
ー
ス
に
テ
キ
ス
ト
を
詰
め
込
む
新
聞
の
よ
う
に
、
文
字
が
小

さ
く
一
行
の
文
字
数
が
少
な
い
段
組
の
場
合
。
今
度
は
左
の
小
塚
明

朝
の
方
が
読
み
や
す
く
な
る
。
目
的
に
あ
っ
た
書
体
選
び
が
大
切
。

字
」
を
使
い
、
ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と

思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行

す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。

本
書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら

れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優

れ
た
も
の
、
重
要
な
も
の
を
約
三
五
〇

点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介

し
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
見
本
は
、
活
字
メ
ー
カ
ー

が
自
社
の
書
体
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

「
こ
の
書
体
は
こ
う
使
え
ば
効
果
的
で

す
よ
。
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
り
な
ん
で

す
よ
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
各
書
体
が

最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と

ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
、
昔
は
印
刷
会
社
な
ど
の
プ

ロ
に
任
せ
て
い
た
組
版
作
業
が
、
思
い

の
ほ
か
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
お
手
軽
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド

を
叩
く
だ
け
で
文
字
が
勝
手
に
並
ん
で

く
れ
、
お
利
口
さ
ん
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
の
お
か
げ
で
、
禁
則
処
理
の
よ
う
な

や
や
こ
し
い
作
業
も
、
自
動
で
実
現
さ

れ
る
。

字
」
を
使
い
、
ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と

思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行

す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。

本
書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら

れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優

れ
た
も
の
、
重
要
な
も
の
を
約
三
五
〇

点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介

し
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
見
本
は
、
活
字
メ
ー
カ
ー

が
自
社
の
書
体
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

「
こ
の
書
体
は
こ
う
使
え
ば
効
果
的
で

す
よ
。
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
り
な
ん
で

す
よ
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
各
書
体
が

最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と

ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
、
昔
は
印
刷
会
社
な
ど
の
プ

ロ
に
任
せ
て
い
た
組
版
作
業
が
、
思
い

の
ほ
か
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
お
手
軽
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド

を
叩
く
だ
け
で
文
字
が
勝
手
に
並
ん
で

く
れ
、
お
利
口
さ
ん
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
の
お
か
げ
で
、
禁
則
処
理
の
よ
う
な

や
や
こ
し
い
作
業
も
、
自
動
で
実
現
さ

れ
る
。

組
み
方
が
変
わ
っ
た
場
合
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パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
、
文
字
を
組
ん
で
文
章
を
発
表

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を
選
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太
字
」
を
使
い
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。

こ
ん
な
、
昔
は
印
刷
会
社
な
ど
の
プ
ロ
に
任
せ
て
い
た
組
版
作
業
が
、
い
ま
や
会
社
や
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
で
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
だ
け
で
文
字
が
勝
手
に
並
ん
で
く
れ
、
お
利

口
さ
ん
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
お
か
げ
で
、
禁
則
処
理
の
よ
う
な
や
や
こ
し
い
作
業
も
自
動
で
実
現
さ
れ

る
。会

社
の
会
議
な
ど
で
配
布
す
る
資
料
程
度
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
と
は
思
う
が
、
何
度
も
読
み
返
し
て
ほ

し
い
書
籍
な
ん
か
を
作
る
と
き
に
は
、
や
っ
ぱ
り
、
少
し
で
も
読
み
や
す
く
、
美
し
い
組
版
で
文
字
を
組

み
た
い
。

ど
れ
が
良
い
組
版
で
ど
れ
が
拙
い
組
版
な
の
か
。
私
自
身
、
本
を
作
る
た
び
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。
と
く
に
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
の
が
英
語
を
組
む
と
き
、
欧
文
組
版
の
場
合
だ
。

ま
ず
、
良
し
悪
し
の
判
断
基
準
が
自
分
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
手
探
り
で
進
ん
で
い
く
よ
り

仕
方
が
な
い
。
組
版
ル
ー
ル
の
本
を
読
め
ば
、
あ
る
程
度
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。
で
も
、

た
ん
な
る
ル
ー
ル
通
り
の
組
版
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
美
し
い
組
版
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
正
直

い
っ
て
自
信
が
な
い
。

こ
れ
は
私
だ
け
で
は
な
く
て
、
英
語
が
苦
手
な
日
本
人
に
共
通
す
る
悩
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
世
界
の
美
し
い
欧
文
活
字
見
本
帳
』
は
、
そ
ん
な
悩
み
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
満
載
の
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
嘉
瑞
工
房
が
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重
要

な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
一
つ
ず
つ
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

古
く
は
一
七
三
四
年
に
印
刷
さ
れ
た
カ
ス
ロ
ン
商
会
の
活
字
見
本
シ
ー
ト
を
は
じ
め
、
各
国
で
制
作
さ

れ
た
様
々
な
時
代
の
書
体
見
本
を
収
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
中
心
は
、
金
属
活
字
全
盛
の
戦
後
か

ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
も
の
、
と
く
に
読
み
捨
て
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
類
、
大

判
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
、
い
ま
で
は
入
手
も
難
し
い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
だ
。

こ
れ
ら
の
見
本
は
、
活
字
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
書
体
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の

だ
か
ら
、「
こ
の
書
体
は
こ
う
使
え
ば
効
果
的
で
す
よ
、
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
り
な
ん
で
す
よ
」
と
い
っ

た
具
合
に
、
各
書
体
が
最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
や
は
り
私
の
よ
う
な
者
は
、図
版
を
見
た
だ
け
で
は「
き
れ
い
だ
な
あ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

良
し
悪
し
の
判
断
ま
で
は
難
し
い
。
そ
こ
で
助
か
る
の
が
、
掲
載
図
版
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
解
説
で
あ

文
字
数
・
行
数
が
増
え
、
細
か
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
か
な
り
ザ
ワ

つ
い
て
き
て
い
る
。
具
体
的
な
ザ
ワ
つ
き
個
所
と
そ
の
度
合
い
は
次

ペ
ー
ジ
で
。

見
開
き
ペ
ー
ジ
の
サ
ン
プ
ル
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パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
、
文
字
を
組
ん
で
文
章
を
発
表

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を
選
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太
字
」
を
使
い
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。

こ
ん
な
、
昔
は
印
刷
会
社
な
ど
の
プ
ロ
に
任
せ
て
い
た
組
版
作
業
が
、
い
ま
や
会
社
や
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
で
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
だ
け
で
文
字
が
勝
手
に
並
ん
で
く
れ
、
お
利

口
さ
ん
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
お
か
げ
で
、
禁
則
処
理
の
よ
う
な
や
や
こ
し
い
作
業
も
自
動
で
実
現
さ
れ

る
。会

社
の
会
議
な
ど
で
配
布
す
る
資
料
程
度
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
と
は
思
う
が
、
何
度
も
読
み
返
し
て
ほ

し
い
書
籍
な
ん
か
を
作
る
と
き
に
は
、
や
っ
ぱ
り
、
少
し
で
も
読
み
や
す
く
、
美
し
い
組
版
で
文
字
を
組

み
た
い
。

ど
れ
が
良
い
組
版
で
ど
れ
が
拙
い
組
版
な
の
か
。
私
自
身
、
本
を
作
る
た
び
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。
と
く
に
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
の
が
英
語
を
組
む
と
き
、
欧
文
組
版
の
場
合
だ
。

ま
ず
、
良
し
悪
し
の
判
断
基
準
が
自
分
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
手
探
り
で
進
ん
で
い
く
よ
り

仕
方
が
な
い
。
組
版
ル
ー
ル
の
本
を
読
め
ば
、
あ
る
程
度
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。
で
も
、

た
ん
な
る
ル
ー
ル
通
り
の
組
版
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
美
し
い
組
版
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
正
直

い
っ
て
自
信
が
な
い
。

こ
れ
は
私
だ
け
で
は
な
く
て
、
英
語
が
苦
手
な
日
本
人
に
共
通
す
る
悩
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
世
界
の
美
し
い
欧
文
活
字
見
本
帳
』
は
、
そ
ん
な
悩
み
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
満
載
の
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
嘉
瑞
工
房
が
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重
要

な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
一
つ
ず
つ
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

古
く
は
一
七
三
四
年
に
印
刷
さ
れ
た
カ
ス
ロ
ン
商
会
の
活
字
見
本
シ
ー
ト
を
は
じ
め
、
各
国
で
制
作
さ

れ
た
様
々
な
時
代
の
書
体
見
本
を
収
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
中
心
は
、
金
属
活
字
全
盛
の
戦
後
か

ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
も
の
、
と
く
に
読
み
捨
て
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
類
、
大

判
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
、
い
ま
で
は
入
手
も
難
し
い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
だ
。

こ
れ
ら
の
見
本
は
、
活
字
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
書
体
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の

だ
か
ら
、「
こ
の
書
体
は
こ
う
使
え
ば
効
果
的
で
す
よ
、
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
り
な
ん
で
す
よ
」
と
い
っ

た
具
合
に
、
各
書
体
が
最
も
活
き
る
使
用
例
が
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
や
は
り
私
の
よ
う
な
者
は
、図
版
を
見
た
だ
け
で
は「
き
れ
い
だ
な
あ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

良
し
悪
し
の
判
断
ま
で
は
難
し
い
。
そ
こ
で
助
か
る
の
が
、
掲
載
図
版
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
解
説
で
あ

ちょい余韻が
少ない。

ちょい上がっ
て見える。

字数が少なく
余韻が多すぎ。行頭に拗促音。

二分のハンパがここ
にあるため、ベタ組
が維持されていない。

段
落
最
終
行
が
ノ
ド
を
ま
た
い
で
い
る（
ヨ
コ
組
の
場
合
は
4
ザ
ワ
）。

句
読
点
の
後
ろ
や
括
弧
の
前
後
の
ア
キ
が

な
い
の
で
、
読
む
と
き
の
リ
ズ
ム
が
狂
う
。

余韻多すぎ＆一瞬
1行アキに見える。

余韻がまったくないため、
段落の終わりが不明確。

ポコッと空いて
見える。

ほ
ぼ
理
想
的
な
段
落
（
0
ザ
ワ
）

■
1
ザ
ワ（
気
に
し
な
い
）　
■
2
ザ
ワ（
見
て
見
ぬ
ふ
り
）

■
3
ザ
ワ（
場
合
に
よ
っ
て
は
調
整
す
る
）

■
4
ザ
ワ（
極
力
避
け
る
）　
■
5
ザ
ワ（
ど
う
に
か
す
る
）

ザワ度

こ
ん
な
に
シ
ン
プ
ル
な
組
版
な
の
に
、 

心
が
ザ
ワ
つ
く
個
所
を
書
き
出
す
と
…
…
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る
。

も
し
５
０
０
ペ
ー
ジ
以
上
読
ん
で
き
た
長
編
小
説
の
ラ
ス
ト
が
こ
ん

な
終
わ
り
方
だ
っ
た
ら
…
…

ページが1文字
だけで終わって
いる。
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プ
ロ
の
組
版
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見
て
い
る
の
か
、
組
版
の
良
し
悪
し
の
違
い
は
ど
ん
な
部
分
に
現

れ
る
の
か
、
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
本
書
は
、
自
分
の
な
か
に
基
準
を
作
る
う
え
で
、
そ
の
コ
ツ

を
つ
か
む
取
っ
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
本
だ
。
と
ま
あ
色
ん
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
。

　
美
し
い
書
体
見
本
を
た
だ
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
、
十
分
に
楽
し
め
る
本
だ
し
、
著
者
自
身
が
「
は
じ

め
に
」
で
、
解
説
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
あ
く
ま
で
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
」
と
書
い

て
い
る
の
だ
か
ら
。

偶数ページで終わる場合、
できれば1段落 or 3行以上ほしい

　
プ
ロ
の
組
版
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見
て
い
る
の
か
、
組
版
の
良
し
悪
し
の
違
い
は
ど
ん
な
部
分
に
現

れ
る
の
か
、
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
本
書
は
、
自
分
の
な
か
に
基
準
を
作
る
う
え
で
、
そ
の
コ
ツ

を
つ
か
む
取
っ
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
本
だ
。
と
ま
あ
色
ん
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
。

　
美
し
い
書
体
見
本
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
本
だ
し
、
著
者
自
身
が
「
は
じ
め
に
」

で
、
解
説
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
あ
く
ま
で
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
」
と
書
い
て
い
る
の

だ
か
ら
。

　
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
が
普
及
し
、
だ
れ
も
が
自
分
で
文
字
を
組
ん
で
文
章
を
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
章
に
合
っ
た
フ
ォ
ン
ト
を
え
ら
び
、
強
調
し
た
い
部
分
に
は
「
太
字
」
を
使
い
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
行
間
を
あ
け
る
な
り
改
行
す
る
な
り
、
色
々
と
工
夫
を
こ
ら
す
。
本

書
は
、
質
の
高
い
欧
文
組
版
で
知
ら
れ
る
活
版
印
刷
会
社
・
嘉
瑞
工
房
が
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
き
た
金
属
活
字
書
体
の
見
本
帳
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
優
れ
た
も
の
、
重

要
な
も
の
を
約
三
五
〇
点
セ
レ
ク
ト
し
、
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

奇数ページで終わる場合、
できれば3行以上アキがほしい

読
み
物
の
「
終
わ
り
方
」（
最
終
ペ
ー
ジ
）
の
例「

読
書
体
験
の
演
出
」
の
一
例
。
感
慨
・
余
韻
を
感
じ
ら
れ
る
終
わ

り
方
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
読
み
物
系
の
最
後
は
、「
終
わ
り
」

を
意
識
し
な
が
ら
読
み
終
え
て
も
ら
い
た
い
。
た
だ
し
、
短
編
や
詩

歌
な
ど
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
も
多
い
。



20

 

21

　
曇
っ
た
朝
、
勤
め
先
の
某
商
事
会
社
へ
行
く
つ
も
り
で
、
交
叉
路
に
立
っ
て
い
た
檜ひ

井い

二
郎
は
、
に
わ

か
に
気
持
が
変
っ
た
。

　
丁
度
来
た
逆
方
向
の
バ
ス
に
乗
り
、
い
い
加
減
の
と
こ
ろ
で
降
り
て
、
出で

鱈た
ら

目め

の
路
を
あ
ち
こ
ち
曲
っ

て
歩
い
て
い
る
と
、
不
意
に
眺
望
が
拓ひ
ら

け
た
。
眼
下
に
石せ
つ

膏こ
う

色
の
市
街
が
拡
が
っ
て
、
そ
の
な
か
を
昆
虫

の
触
角
の
よ
う
に
ポ
ー
ル
を
斜
に
つ
き
出
し
て
、
古
風
な
電
車
が
の
ろ
の
ろ
動
い
て
い
た
。

　
彼
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
っ
た
。
標
札
の
名
前
を
読
ん
だ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
上
に
い
ち
め
ん
に

植
え
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
眺
め
た
り
、
町
内
案
内
図
に
描
か
れ
た
薄
汚
れ
た
立
札
に
眼
を
留
め
た
り

し
た
。
そ
の
案
内
板
に
よ
る
と
、
彼
の
歩
い
て
い
る
場
所
は
、
東
京
・
小
石
川
の
高
台
に
あ
る
某
町
で
あ

っ
た
。

　
彼
は
あ
ち
こ
ち
眺
め
て
歩
い
て
い
た
が
、
思
わ
ず
足
を
留
め
た
。

　
道
路
か
ら
す
こ
し
引
っ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
、
バ
ラ
ッ
ク
建
の
小
さ
な
家
の
半
ば
開
か
れ
た
窓
の
隙

間
か
ら
、
午
前
の
光
が
な
な
め
に
流
れ
込
ん
で
い
て
、
部
屋
の
内
部
が
鮮
か
に
彼
の
眼
に
映
っ
た
。
見み

透と
う

せ
る
範
囲
に
は
、
家
具
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
は
机
ひ
と
つ
な
い
。
だ
が
彼
の
眼
を
惹
い
た
も
の
は
、
全

く
装
飾
の
な
い
鼠
色
の
壁
に
、
緋
色
の
羽
織
が
あ
た
り
の
空
気
を
圧
す
る
華
や
か
さ
で
掛
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
だ
。

過
剰
演
出
の
例
（
吉
行
淳
之
介
「
薔
薇
販
売
人
」
の
冒
頭
部
分
か
ら
）

　
曇
っ
た
朝
、
勤
め
先
の
某
商
事
会
社
へ
行
く
つ
も
り
で
、
交
叉
路
に
立
っ
て
い
た
檜ひ

井い

二
郎
は
、
に
わ

か
に
気
持
が
変
っ
た
。

　
丁
度
来
た
逆
方
向
の
バ
ス
に
乗
り
、
い
い
加
減
の
と
こ
ろ
で
降
り
て
、
出で

鱈た
ら

目め

の
路
を
あ
ち
こ
ち
曲
っ

て
歩
い
て
い
る
と
、
不
意
に
眺
望
が
拓ひ

ら

け
た
。
眼
下
に
石せ

つ

膏こ
う

色
の
市
街
が
拡
が
っ
て
、
そ
の
な
か
を
昆
虫

の
触
角
の
よ
う
に
ポ
ー
ル
を
斜
に
つ
き
出
し
て
、
古
風
な
電
車
が
の
ろ
の
ろ
動
い
て
い
た
。

　
彼
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
っ
た
。
標
札
の
名
前
を
読
ん
だ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
上
に
い
ち
め
ん
に

植
え
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
眺
め
た
り
、
町
内
案
内
図
に
描
か
れ
た
薄
汚
れ
た
立
札
に
眼
を
留
め
た
り

し
た
。
そ
の
案
内
板
に
よ
る
と
、
彼
の
歩
い
て
い
る
場
所
は
、
東
京
・
小
石
川
の
高
台
に
あ
る
某
町
で
あ

っ
た
。

　
彼
は
あ
ち
こ
ち
眺
め
て
歩
い
て
い
た
が
、
思
わ
ず
足
を
留
め
た
。

　
道
路
か
ら
す
こ
し
引
っ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
、
バ
ラ
ッ
ク
建
の
小
さ
な
家
の
半
ば
開
か
れ
た
窓
の
隙

間
か
ら
、
午
前
の
光
が
な
な
め
に
流
れ
込
ん
で
い
て
、
部
屋
の
内
部
が
鮮
か
に
彼
の
眼
に
映
っ
た
。
見み

透と
う

せ
る
範
囲
に
は
、
家
具
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
は
机
ひ
と
つ
な
い
。
だ
が
彼
の
眼
を
惹
い
た
も
の
は
、
全

く
装
飾
の
な
い
鼠
色
の
壁
に
、
緋
色
の
羽
織
が
あ
た
り
の
空
気
を
圧
す
る
華
や
か
さ
で
掛
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
だ
。

文
章
の
密
度
、
色
合
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
の
調
節
は
、
あ
く
ま
で

〝
著
者
〞の
仕
事
。
下
手
に
気
を
回
す
と
過
剰
演
出
に
な
る
。
そ
れ
に
、

〝
ど
う
読
む
か
〞は
、〝
読
者
の
自
由
〞で
も
あ
る
。

（
も
ち
ろ
ん
、
学
参
の
よ
う
に
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
こ
ん
な
の
も
ア
リ
）

モ
ノ
ト
ー
ン
な
情
景
描
写
の
中
に
突
如
現
れ
る
〝
緋
色
〞
が
鮮
烈
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
…
…



やがて 15世紀末には、アルダス・マヌティウス（Aldus Manutius）が、

肉筆感覚を残しつつも印刷用書体としての機能を考慮した書体を創作

します。これはオールドフェイス（old face）と呼ばれている書体です。

1540年にはフランスのクロード・ガラモン（Claude Garamond）が、

オールドフェイスの決定版ともいえる書体を制作しました！　現在も

世界のいろいろなフォントメーカーから発売されている Garamond

という書体は、この人物の名前に由来しています。

ザワッとする部分に印をつけると

『〔
増
補
改
訂
版
〕
欧
文
組
版
』
の
文
章
（
こ
の
資
料
用
に
ち
ょ
っ
と
変
え
て
ま
す
）
を

InD
esign

の
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
（
た
ぶ
ん
で
す
…
…
）
で
流
し
込
ん
だ
も
の

やがて 15世紀末には、アルダス・マヌティウス（Aldus Manutius）が、

肉筆感覚を残しつつも印刷用書体としての機能を考慮した書体を創作

します。これはオールドフェイス（old face）と呼ばれている書体です。

1540年にはフランスのクロード・ガラモン（Claude Garamond）が、

オールドフェイスの決定版ともいえる書体を制作しました！　現在も

世界のいろいろなフォントメーカーから発売されている Garamond

という書体は、この人物の名前に由来しています。
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やがて15世紀末には、アルダス・マヌティウス（Aldus Manutius）が、

肉筆感覚を残しつつも印刷用書体としての機能を考慮した書体を創作

します。これはオールドフェイス（old face）と呼ばれている書体です。

1540年にはフランスのクロード・ガラモン（Claude Garamond）が、

オールドフェイスの決定版ともいえる書体を制作しました！　現在も

世界のいろいろなフォントメーカーから発売されているGaramondと

いう書体は、この人物の名前に由来しています。

やがて 15世紀末には、アルダス・マヌティウス（Aldus Manutius）が、

肉筆感覚を残しつつも印刷用書体としての機能を考慮した書体を創作

します。これはオールドフェイス（old face）と呼ばれている書体です。

1540年にはフランスのクロード・ガラモン（Claude Garamond）が、

オールドフェイスの決定版ともいえる書体を制作しました！　現在も

世界のいろいろなフォントメーカーから発売されている Garamond

という書体は、この人物の名前に由来しています。

→
で
自
動
で
や
っ
て
い
る
こ
と
（
手
動
調
整
は
除
く
）

「
文
字
組
み
ア
キ
量
設
定
」

　

半
角
数
字
や
パ
ー
レ
ン
の
前
後
な
ど
を
少
し
詰
め
る

　

行
頭
の
半
角
数
字
を
少
し
下
げ
る

「
正
規
表
現
」

　

数
字
と
「
年
・
月
・
日
」
な
ど
の
字
間
を
さ
ら
に
詰
め
る

　

１
の
前
後
な
ど
を
少
し
詰
め
る

　

！
の
後
の
全
角
ス
ペ
ー
ス
を
二
分
幅
（
半
角
）
に

　

仮
名
と
！
な
ど
の
間
を
少
し
詰
め
る

『〔
増
補
改
訂
版
〕
欧
文
組
版
』
の
字
間
設
定
例

『欧文組版』の設定で流し込んだもの（資料用に文字を大きくしたので、少しだけ設定をいじってます）
私の場合、横組では縦組ほどベタにはこだわらないので、下記のような感じに

デフォルト（たぶん、強い禁則、追い込み優先、ぶら下がりなし、行末約物半角）で組んだもの
フォントはヒラギノ明朝 W3（横組用かな98％）＋Aldus nova（106％、ベースライン＋2.3％）



い
ろ
ん
な
明
朝
体
を
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
で
組
ん
だ
例

メ
ト
リ
ク
ス
（
一番
左
は
Ｍ
Ｓ 

Ｐ
明
朝
）

①
三
二一二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

②
三
二一二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

③
三
二
一二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

④
三
二
一二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑤
三
二一二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑥
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑦
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑧
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑨
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑩
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

ベ
タ
組
（
一
番
左
は
Ｍ
Ｓ
明
朝
）

①
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

②
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

③
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

④
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑤
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑥
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑦
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑧
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑨
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

⑩
三
二
一
二
三
名
が
、
家
へ
帰
っ
た
。

「
一
」
や
「
へ
」「
っ
」
な
ど
を
見
る
か
ぎ
り
︑
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル

メ
ト
リ
ク
ス
で
本
文
を
組
ん
で
も
大
丈
夫
か
な
︑
と
思
え
る
の
は
⑨

か
⑦
ぐ
ら
い
か
も
︒
他
は
ち
ょ
っ
と
せ
わ
し
な
い
感
じ
が
す
る
︒
た

だ
⑨
⑦
に
し
ろ
︑
あ
る
程
度
行
長
が
な
い
と
行
ご
と
に
字
間
が
ば
ら

つ
い
て
し
ま
っ
て
気
が
散
り
そ
う
︒
い
っ
そ
ラ
ギ
ッ
ド
組
に
？

　

あ
と
︑一
行
目
の
「（
一
番
左
は
～
」
の
あ
た
り
を
見
比
べ
る
と
︑

私
は
ふ
だ
ん
か
ら
︑
無
意
識
の
う
ち
に
︑
目
に
は
見
え
な
い
正
方
形

の
仮
想
ボ
デ
ィ
を
感
じ
な
が
ら
文
字
を
読
ん
で
い
る
ん
だ
な
︑
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
︒（
と
は
い
い
な
が
ら
︑
こ
の
段
落
冒
頭
の
「
︑一
」
の

字
間
︑
ち
ょ
っ
と
ツ
メ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
が
）

こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
空
け
て
ま
す
︒



いろんな組版



美術館のリーフレット

字
間
が
ツ
メ
ツ
メ
。
と
く
に
本
文
7
行
目
の
﹁
と
と
も
に
、﹂
あ
た
り

は
、
読
ん
で
い
て
そ
こ
だ
け
急
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
て
落
ち
着
か
な
い
。



森博嗣『実験的経験』
講談社文庫、2014（H 26）

カ
ギ
括
弧
の
起
こ
し
と
受
け
を
わ
ざ
と
逆
に
し
た
も
の
。
ふ
だ
ん
見
馴

れ
て
い
な
い
ル
ー
ル
で
組
ん
で
あ
る
と
気
持
ち
悪
く
感
じ
る
。
し
ば
ら

く
読
ん
で
い
る
と
ち
ょ
っ
と
慣
れ
て
く
る
の
も
面
白
い
。



川上峨山『魔窟の東京』
國民評論社、1902（M 35）の復刻版

段
落
頭
の
字
下
げ
な
し
。
見
出
し
の
字
間
や
ル
ビ
の
位
置
︵﹁
魔ま

も

物の

﹂な

ど
︶の
大
胆
さ︵
テ
キ
ト
ー
さ
?
︶が
魅
力
的
。
こ
ん
な
例
を
見
る
と
、
何

を
や
っ
て
も
許
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
勇
気
が
わ
い
て
く
る
。



馬場孤蝶『葉巻のけむり』
廣文堂書店、1917（T 6）の復刻版

本
文
が
四
分
ア
キ
で
約
物
を
そ
の
ア
キ
部
分
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

時
代
を
感
じ
る
。
N
H
K
方
式
の
引
用
符“N

o„

も
見
ど
こ
ろ
?



須藤鐘一『怪奇小說  女難懺悔』
白揚社、1926（T 15）の復刻版

会
話
文
が
二
重
カ
ギ
括
弧
で
括
ら
れ
て
い
る
。

﹁
七
、
眞

　
　
　
相
﹂
の
ア
キ
に
時
代
を
感
じ
る
。



馬場あき子『鬼の研究』
ちくま文庫、1988（S 63）

イ
ニ
シ
ャ
ル
＆
割
り
注
風
の
小
見
出
し
。



湊かなえ『告白』
双葉文庫、2010（H 22）

リ
ュ
ウ
ミ
ン
13
級
0.5
歯
詰
め
↓
か
な
?

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
み
ん
な
に
毎
日
、
牛
乳
を
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ず
つ
飲
ん
で
も
ら
っ
て
い

た
の
で
す
。
四
月
の
身
体
測
定
で
は
、
身
長
の
伸
び
率
も
骨
密
度
も
、
同
年
齢
の
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

冒
頭
部
分
。
リ
ュ
ウ
ミ
ン
を
均
等
詰
め
で
組
ん
で
い
る
み
た
い
で
、
第

一
印
象
か
ら
窮
屈
な
感
じ
が
し
た
も
の
。﹁
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
﹂

の
﹁
〇
〇
﹂
だ
け
平
体
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
の
が
不
思
議
。



同
じ
く
﹃
告
白
﹄
か
ら
。
左
ペ
ー
ジ
４
行
目
、
親
文
字
2
字
に
ル
ビ
が

6
文
字
。
本
全
体
か
ら
、﹁
と
に
か
く
タ
イ
ト
に
﹂
と
い
う
意
志
が
感

じ
ら
れ
る
組
版
。



塚本邦雄『詩趣酣酣』
北澤圖書出版、1993（H 5）

こ
ち
ら
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
ほ
ど
よ
い
ア
キ
の
精
興
社
明
朝
に
よ
る

組
版
︵
活
版
︶。
各
章
冒
頭
の
引
用
文
か
ら
塚
本
氏
自
身
の
文
章
に
入
る

部
分
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
イ
ニ
シ
ャ
ル
組
み
が
使
わ
れ
て
い
る
。



ちょっと変わった「ぶら下げ」



中井英夫『とらんぷ譚』
平凡社、1980（S 55）

特
色
の
罫
と
ノ
ド
側
の
ノ
ン
ブ
ル
が
い
い
感
じ
。
た
だ
、
欧
文
の
小
文

字
の
位
置
が
な
ん
か
ヘ
ン
?

　
あ
と
、
カ
ギ
括
弧
の
ぶ
ら
下
が
り
も
珍

し
い
。



『谷川俊太郎詩集』
思潮社、1965（S 40）

音理雄『お仕事ください！』
学習研究社、2008（H 20）

句
読
点
以
外
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
は
、
や
っ
ぱ
違
和
感
が
︙
︙



ハウスルールを楽しむ



エラリイ・クイーン『災厄の町』
ハヤカワ・ミステリ文庫、1985（S 60）

句
読
点
の
次
に
カ
ギ
括
弧
が
き
た
と
き
の
ア
キ
が
特
徴
的
。
二
分
ア
キ

が
一
般
的
だ
と
思
う
が
、
全
角
ア
キ
に
な
っ
て
い
る
。



皆川博子『トマト・ゲーム』
ハヤカワ文庫、2015（H 27）

句
読
点
と
カ
ギ
括
弧
が
や
は
り
全
角
ア
キ
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

早
川
書
房
の
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル
。﹃
紙
つ
な
げ
!

　

彼
ら
が
本
の
紙
を
造
っ

て
い
る
﹄
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、﹁
い
ま
ハ
ヤ
カ
ワ
の
本

を
読
ん
で
い
る
の
だ
!
﹂
と
い
う
気
が
す
る
。



これも同じ組み方。
「ハヤカワだ！」と思いきや、



　創元推理文庫でした。

﹁
句
読
点
と
カ
ギ
括
弧
の
全
角
ア
キ
﹂
は
早
川
書
房
の
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル

で
は
な
く
、
じ
つ
は
本
格
ミ
ス
テ
リ
ル
ー
ル
だ
っ
た
の
だ
!
︵
冗
談
で

す
。
最
近
の
創
元
文
庫
は
二
分
ア
キ
︶。
ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ
マ
ニ
ア
は
、

二
分
ア
キ
だ
と
窮
屈
に
感
じ
る
の
か
も
。



『人間失格』2種



太宰治『人間失格』
新潮文庫、1986（S 61）

お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
最
も
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
き
た
新
潮
文
庫
版
の

﹃
人
間
失
格
﹄。
ど
こ
か
ら
見
て
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
組
版
。
な
ん
だ
か

ホ
ッ
と
す
る
。



太宰治『ケータイ名作文学  人間失格』
ゴマブックス、2008（H 20）

横
組
み
ゴ
シ
ッ
ク
＋
特
色
に
び
っ
く
り
し
て
思
わ
ず
購
入
。

帯
文
に
は
〝
ヨ
コ
ガ
キ
×
人
間
失
格
﹁
こ
の
夏
。
き
っ
と
ダ
ザ
イ
に
恋

を
す
る
﹂cover

南
沢
奈
央
〟
と
あ
る
。



『人間失格』の字下げの違い

→
→

天
ツ
キ︵
片
寄
せ
︶に
な
っ
て
る

二分下げあり →

ここは折り返し
なので天ツキ

﹁
そ
れ
あ
、
葉
ち
ゃ
ん
、
似
合
わ
な
い
﹂
の
部
分
、
右
で
は
ち
ゃ
ん
と

二
分
下
げ
に
な
っ
て
い
る
が
、
左
で
は
字
下
げ
な
し
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
と
、
前
行
行
末
ま
で
文
章
が
き
て
い
た
場
合
、
改
行
な
の
か
折

り
返
し
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
青
空
文
庫
な
ん
か
の
テ
キ
ス
ト
を
そ
の

ま
ま
流
し
込
む
と
き
は
、
行
頭
の
カ
ギ
括
弧
に
は
注
意
が
必
要
か
も
。



“人間失格”の烙印を押され
た（ように

見える）女優さん……

終
わ
り


